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　教育科学は二つの異なった定義がなされるので．
はないかと考えられる．第一は一般的な命題の説
明を参考にして概念及び事実の形式に組織化され
集積された知識とされる定義である．第二は　観
察,.分類，事実の解釈の技術及び帰納，演綜の論
理的な過程に依って一般的命題を設定する方法と
される定義である．従来バ教育界では慣習的に教
育科学を第一の意味の定義に即ち教育過程並に教
育条件に関する体系化された知識と解釈し，その
ような知識が確保される方法をResearchと称し
たのである．この場合Educational research は
各種の類型め調査即ち実験的調を，歴史的訓告，
哲学的調査，記述的診断的調秀等を含むものとさ
れる. Monroe, Engelhartは教育調をとして分
類された多くの調杏は，体系化された知識の集合
体としての教育科学に直接的に寄与することは極
めて少なかった点を指摘している．この批判は，
一般的原理よりは，むしろ特殊な知識の抽出設定
を志向するvocabulary analyses of tｅχtbcoks,
frequency studies of language errors 等の調先
には妥当すると思われる．調査はその調査目的が
一般性の大なる命題の検証例えば，人間の行動の｀
法則とか比較可能の条件下に於ける各種の教育方
法の徴用性に関する比較検討等に関係する命題の
検証におかれる時･に教育科学に寄与することが最
大となる傾向がある. 1900年以前に於ては，教育
科学は広く生理学，心理学，倫理学並に社会学及
び論理学の基礎科学から引用された第一原理から
実践的規則を抽出する演祥的科学とされていたの
である．
　生理学，心理学，倫理学からは身体的知的道徳
的成長の原理が抽出され論理学からは知識の有倣
な伝達の方法の原理を，社会学からは各国の国に
依る教育実践の多様性を説明するに役立つ一般的
命題を抽出しようとしたのである．これらの原理
は厦に発展されて，教育過程の実践される規範と
されたのである．かくの如く，この時期の教育科
学の方法は演綜的なもので弗った．然しながら，
やがて，すべての教育問題は他の科学から引用さ
れた原理に訴えることに依って解決されるとは考
えられないことが認められて来た．監督指導，教
員養成，学校財政，教授結果の確認等の諸活動に
含まれる内容は応用科学では解けぬ特有の独自性
を持つものであることが主張されるようになって
来た．即ち，教育活動の種々の分野に於ける各種
実践方法の選択は，多様な実践の結果の検証に立
脚すべきで例えば，学力並に出席に対する性の影
響は男女共学の学校に於けるこの種の問題に関す
る統計の分析に依って確認さるべきである．理念
的には，このような事実の研究から一般的原理は
帰納に依って得らるべきものと信じられるように
なった.･然し，実証的な教育科学の可能性の認知
にもかかわらず, 1900年迄の大半の而も有力な教
育思考は思弁的でIを)り，実証的テスト対象とされ
るような事実はみられなかったのである．
　二十世紀初頭以来，教育科学は問題の事実研究
を強調し，統計的研究のみならず実験的研究は変
数値の間の相関係数の相関性を確認する為の努力
を重ねるようになった．独立の変数値は操作的経
験に存在するので，それは数量的の記述と統制に
適する,ものである．然し従属的の変数値も亦数量
的形で記述し得るように整理されるのである．二
２
高知大学 穿報告　第５巻　第35号
つの変数値の相関，或は従属的要因の間の相関及
び二つ或はそれ以上の独立的変数値の間の相関の
解明は一般化，或は法則化に依ってなされること
が考えられる．個人の学習，成長，発達の条件及
び過程に広く関係する要因相関発見の場合の調
告，発見．数量化，統制，相関性発見刃際の変数
値の操作等は教育調告の中心を形成するものであ
る．行動機制，環境との相互関係，発達の機能的
連関等をその規定要因の函数的関係に於て解明す
るためには，ただ自然に生起する事象を観察記録
するのみでは不十分である．他の科学における場
合と同権剛
他の要因の歎果を排除し，問題の要因に依存する
物質的関係を決定するに十分な組織的変化の下に゛
観察しなければならない．これが所謂，実験法で
ある．児竃研究に於ける多く･の自然観察や統計的
研究は観察の結果から逆行してその規定要因を探
索する方向をとるが実験は予定せられた要因関係
から予見的に結果を検証するのが特徴である．実
験計画を遂行する為には，所定の･行動現象を観察
に便なる如･く，現叫せしめ且つこれを出来るだけ
客観的に正確に観察記録することが必要でと）る．
実験に於ては，実験的要因（単独変数要因）は別
として，すべての対応独立変数要因を恒常的た:ら
しめる試行がなされる．対応独立変数要因が恒常
的なものとなっていると云う仮定の下に従属的変
数要囚の変化は，実験的要因の変化から結果する
ものとされる．統計的手続きに訴える調音研究も．
本質的にはこの実験法と相違するものではない．
統計的方法の場合には独立変数要因の嵐制当含ま
れる場合と含まれない場合とがある．票例に依っ
て，独立,変数要因を抽出単独化し，それを従属的
変数要因に関連させようとする努力がなされる示
別の事例では数多の独立変数要因が一つの従属的
要因に関連させられる．そして，変数値の分析と
その他の分析的方法に依って変数値の相関性の推
論がなされる．このような統計的相関係数は因果
的攻相互関連を意味するものではないが統制され
た条件・で統計的相関係数が得られる時に，調を
者はそれらを以って因果的解釈をなし得ると考え
易いのである．各方面の調査者は特定問題に関係
する諸要因を列挙表示せんと努力しMonroeと
Engelhartは.教授法に作用する実験的要因を四つ
の範鋳に分けている．即ちextraschool factors,
teacher factors, ｇｅr!eralschool factors, ptipil
factorsのCategoriesである．　然し，教育科学
に於て.は，変数値の発見，定義づけの問題は充分
に処理されていないし，教育科学に含まれる変数
値のリストに充分の権威の認められるものは未だ
みられないのが現状である．近代的の教育科学は
演抑的研究方法の考えを否定克服して来たのであ
る．帰納的科学の考え方が教育研究者の間に普及
して行ったが,1900年以前に於ては，それは教育
学の主要領域にまで発展しなかったのである．こ
の新しい帰納的の教育科学はDarwinの画蛾的
の法則や実験心理学の豊頭や統計的分野に於ける
新しい数学的処理の案出等に依って，その基礎を
確立,されたの懲ある．こうした基礎づけは十九世
紀の末，25年間を通じてなされたのであるが，
Darwinは変異と自然陶汰の概念を有機体の形態
の起源と消失を説明する為に川いたのである．変
異は数量の考えを意味する．一つの種族の間にも
その特長め数量的差異が見出される. Galtonは
この変=異の考え方を収り上げ，それを発展させて
一種峡間の個々の間にみられる人体測定学的差異
ばthe normal law of error に一致すると云う
考えに達したのである．亦彼は人々の知的能力の
差異はしこの法則に一致し正常分配曲線の基本給
の単位は等価の知能単位をあらわにするものと考
えたのである．その上にGaltonは特性間の変異
の関聯は数学的に表明され得るものであるとなす
考え方を逃めpearsonは数学的に発展せしめた
のである.’ごの方面の洞察を基本として統計的相
　　　　　　　　●I　呪関の数学が発展し，これが近代教育科学に於て重
要な役割を演することとなった．不適応の際には
生物有敬体，ひいては枝族の滅亡となるので，自
然陶汰の考えを取る人々は環境事物への生物有機
体の適応を強調したのである．このことは論理的
に，人間の心の自然主義的概念を誘致したのであ
る．即ち,．それは心を変異，適応，適者生存の所
庶とみなさせたのである．かくして，人間の行為
は確謬し得る法則で説明可能のものとなったので
あり，こうした考え方は，人間の精神過程の研究
を合理化し促進したのである．最初，独乙に発達
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した実験心理学は主としてWundtの支配するも　　と云ってよいのであるバ937年は一年間の調査研
のであったが，このWundt実験心理学と祢せら，究の数は約5000で，それ迄40年間になされた研
れるものは数量的技術，方法のみならす実験上の　　究の数は50,000に近いと評価している．これら
精密主義を涵養するに寄与したのであった．ド’イ　　研究の大半は数量的処理研究のもので･あった．
ツに於てWandt　と英囮に於てGaltonと共働　　1935年以降数年間は，教育研究の方法論に対して
　しだJames Mckeen Cattell の影響の下に実験
　心理学は二十|廿紀,の初頭教育学にも波及し教育学
　研究を思弁的なものから実験的統計的科学たらし
　めんとする努力が生じて来たのである．この力面
　の進歩発展は主としてThorndikeやその学派及
　びJuddとその学派の研究実践に依ってなされﾌﾟこ
　のであった..教育実践の有敵性を事実のテストに
　依って，確認せんとする意味での教育科学は既に
　]'.897年の初期にRiceに依って著手されていたの
　であった．医者であり編輯者であり教育の科学的
　研究の迎動に挺逃しだ指導者であったRiceは二'
　年間ドイツの学校で心理学，教育学を研究した．
　そしてドイツの当代の秀れた心理学者，教育学者
　に接したのである．それ故Riceの科学的教育研
　究は一部は実験心理学に於て既になされていた研
　究の反願であった. Riceの研究立場は科学的厳密
　主截であって，その研究問題は最初は当時流行の
　綴り宇教授･の実際結果の有敵性に限定されていた
　が，後にはｸﾄ国語や算数教授の結果の測定評価に
　もその研究が拡げられた. Riceの研究結果は分
　析的で当代の教師を当惑させるものであっだが，
　それ,らがすべて数学的な精密さを持つものではな
　かった．然しながら，兎角Riceは科学的精神を
　促進し帰納的な教育科学の発展に拍車を加えたの
　である．．　ブ　　　･･
　　1900年以来の教育研究の発達は過去半世紀の注
　目すべき教育発展の一つであった.1900年から
　1915年にかけての数年は，大半の教育研究者が資
　料蒐集並に解釈の川具，方法，手続き測定方法の
　発達にその精力を集中した時代である．この期間
　に各種の統計的公式，学カテスト，知能テス1ヽ，
　実験的統制の技術が発展し忙．七の上，これらの
　測定用具，技術，方法は教育計画の有敵性の評価
　並に組職化された研究計画の発展に用いられた.
・1915年から19弱年にかけての期間は，特に教育
　研究の急速な拡張で特長づけられた期間である程
　度迄訓告されなかっﾌﾞこ教育研究の分野はなかっｿこ
批判的の態度が顕著に発展した点で注目すべき年
月である．云わげこの数年間は評価と再椛成の期
間を構成するのであ.る．確かに少数の批判的の声
は1920年に起きていたが1935年迄は教育研究の
方法の妥当性の視点で教育の科学的研究を評価す
る傾向は広く一般化しなかったのである. 1938年
に全米教育研究会の年刊はその一部を教育の科学
丿皿動の概観に当てでいる．ぞの後，数年してアｙ
　リカ教育審議会は教理研究の論理的側面の研究を
　出版物にしている. 1942年には, McConnell)
　Scates, Freeman等は15め大学紀要のシュポ
　ヂュウムの報告の形で教育研究の理論的構造に関
　する研究を出している. 1928年には教育研究の批
　判的評価が現れ特に注目すべき研究が二つみられ
　る.1928年Monroeその他の研究者は1918年迄
　の教育研究め発展を概観や, 1918年から1928年
　迄の期間の顕著な研究をあげている．二年後，
　Monroe, Engelhart は実験的研究の批判的概観
　をなしている‥彼等は例証的目的で統制群法の条
　件統制の方法で, Supervised study め奴原の比．
　殼検討をなしている･
　教育科学に於て得られる知誰の形式的性質は本
質的に他の科学的分野に於けるそれと相違するも
のではない．二つの類型の命題が広く教育科学の
内容を構成している．第一の類型のものは可能な
条件と可能な結果との間の相互関連を解明せんと
するもので科学的法則と称せられるものである．
教育に於ける科学的知訟の大半はこの第一期型の
ものに図する．第二の類型のものは，特殊な事実
の解明で法則或は相関的説明に対照して事実につ
いて云われるものである．統計的法則の場合には
ある条件下でreading abilityとspelling ability
の間の相関係数は特殊テス1ヽで測定の場合.74で
あったと云うが如きものである．この場合の法則
は，すべての事例に妥当するものではない．読み
の点数で高いものも綴り字で低い場合もあり得る
のである．従って特定の個人の両者の間の相関を．
４
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事前に予告し得ないものがある．これに反して，　　問題設定ではたいのである．このような問題は調
法則的命題は例ﾀﾄのないもので，特定の性格構造　　査の問題となる以前に更に限定されればならな
の佃人がある条件下で要求阻止の状態.に陥入れ　　い．問題を限定する為に，生徒グループ，問題追
ば，彼等の行動は後退的となるであろうと云うが　　求の期間．学力纂準等を指示することが出来る．
如きである．教育研究の方法を分析すると，六つ
の主要な段階が問題になる.
　(a) definition of problems (b) procedures
　and techniques of investigations (c) inst-
　ruments　of　measurement　（ｄ）ｒ０１ｅ of
　theoretical ideas in the guidance of inquiry
　(e) verif'tcaton (f) need for action re-
　search
　　　　　　ｌ.　問　題　の　定　義
　多くの調査が意義深い結果を生み出すことに失
敗するのは研究調をに選定される問題が皮柏均な
　１　・　　●　　　　　　　　　●一時的な単一的な性質のものであることに帰着す
る．このような問題選定に陥入るのは，調を者が
今迄にその研究分野でどのような研究がなされた
かを問題の抽出以前に充分把握していないことや
その問題領域の基本的事項を知悉していなかった
り，佃々の調告を綜合化する調を計画が充分でな
かったり問題の断片性一時性を最小のものとする
為に長期の訓告を実,陶することを考えなかったり
することに依って誘致されると,思う．問題は既に
存在ずると云ったものではなくて，調告者が問題
を構成しなければならない／従って，訓を者の考
えが問題梢成の過程に於て重要な役割を果たすの
である．誤った考えは無益な問題の梢成，訓奇者
の盲目的な探索を結果したり，さして意義のない
結果しか生まない問題の選定に到らしめたりす
る．その二つの例として,読みの素材の学年配当の
研究をあげることが出来る. Reading readiness
は始めは生物有機体の条件で考えられた．この観
点に立脚した研究は学年配当の要因としての素材
の性質の問題を看過したのである．後になって初
めてreadinessは学習者の状況，教材，その他の
条件の働らき合って生れるものと云う事が明かに
されだのである.
　MonroeとEngelhartは研究問題を問題形式
でのべることの重要性を強調しだ．彼等に依れば
spellingとreadingの力の関聯はどのようであ
るかと云ったような一般的問題は問題を限定しだ
　このような限定指示がなされて，初めて研究を進
めるに必要な調在側題が明かにされたことにな
る．こうした手続きがなされないと解答され得な
い問題を収り･上げて，無益な追求に終始するとと
.になる恐れがある．例唸ぱ詩を啼誦せしめるに全
一習法がよい加，分習法がよいか，.綴字教授で最善
の方法はどのような方法か？，講義法;構案法い
づれが秀れているか，こめような問題の提案者は
その諸条件と関係なしに，その問題に答えられる
と云った方法観を狩っている．亦事実こうした二
者択ニの問題解決のために多くの努力が重ねられ
て来たのである．科学は条件的な解答しか与えな
いので，この種の問題は明かに非一科学的である．
両方法の侵劣の比較もその条件が考慮されて初め
てその答丈が考えられるのである．
　：実験的研究の素材条件として，二つの種類の要
因をあげる事が串来る．即ち実験的要因と非実験
的要因で.ある．この要因は独立的の変数を形成す
る;それ故，それらの発見，定義，数量化，操作
ぽ教背研究に川いられる手続き及び技術め大平をノ
稀成するのである．'近年に於ける統計的分析の進
歩にも拘らず，実験条件，事態の統御は依然とし
て主要な問題である．普通は実験的要因は，その
実験を通じて統制ダルーブ，実験ダしループ共に恒
常性をj保持していると云うように考えられてい
る．然しこのような仮定は厘々重大な過失を犯し
易いめ七ある，例えば教授法の実験的調在の場
合，実験的要因を構成する教授方法は変化しない
でいると仮定されている．然し事態は，そのよう
なものか否かは実は確かめられていだいのであ
る．若しも方法が操作的に限定されたとしても，
その操作が実験の進行につれて，学級教主の変化
に呼応して変化しているかも知れない．少くと
も，一般に教授法は持続的に学習指導の場の事態
に川応すべきであると云われている．実験の主要
な問題の一つは，実験上の差異が県独変数値に帰
せられるように非実験要因を恒常的なものにする
陽極である．従来叫士方では，そのような統制は
」毯∠疸二魁学　の　発　展　　　　（岡を）
航制群法に訴えることを旨とした．　　　　　．
　然し，それらの方法は，その方法自体に内在す
る困難のみならず要因の数量化，均等化に問題が
あった．即ちこの方法の場合の困難点は実験群並
に統制群の間の差異或は差異の欠如は実験的要因
の操序に起因するものか否かを確認することにあ
る．賂には，例え,ぼ，統制群はそれ自体の努力の
方法に依って，実験群と同じ行動を身につけるの
で，実験的要因は影響力り乏しいものであると云
う印象を与える．教育研究に於て，厳密な方法を
確立する場合に儒有の困難がある．即ち，教育研
究に於ける実験的事態は一応心理的環境或は事例
によっては，地理的世界の場合とは対比的に社会
心理的環境から引き離されたものでなければなら
ないのである．而もこれら心理的環境も社会心理
的環境も，いづれも被験者の人格楷瀧に関聯する
ものである．心理的環境は被験者がそのように考
え把持するところのものであり，そのように概念
するのも結局被験者の人格購造と被験者の環境の
力動性にさかのぼるのである．それ故，実験的事
態はある被験者にはＡの心のであり，他の被験者
にはＢのものである．亦同一の被験者も場合を異
にすれば全く異なったものになることもあり得る
のである．こうした相対性が教育科学の学的厳密
性を阻止している難点である．更に,･他の辱点は
実験的事態以外の場に於て無数の現象が惹起して
いると云うことで恋）る．教育事態をその周囲の環
境事物に無関係のものたらしめるのは，自然科学
の場合のそれよりも，より困難であると一般的に
考えられている．これは教育に於ける実験的事態
は，社会心理学的世界と異なり，亦，全ぐ七れと
は相異した法則に依って支配される地理学的環境
に依って囲携されているからである．それに反し
て，物理学的世界の固有の特吐は個人の心理学的
環境に依って動揺されないのである．’然し，地理
学的環境の要因は社会心理学的事態に入り込み，
それを変化させることが出来る．実験の場合，個
人或は社会的集団.は，厳格に実験規定に従って行
動させることが出来るが，特定の変化が地理学的
環境に起き実験的事態を乱したり・新しい妨告要
因を導入したりすることがあり得るのである．か
くて，孤立化（遊雄）の問題は二つの異なれる種
５
類の環境が含まれると云う事実に依って複雑化し
ている.･この事実の為に調豪者の中には厳密な体
系を設定する為には，心理学的環境のみならす,ヽ
社会的廿界や地理学的世界を統制しなければなら
ないと結論する者もみら札る．この事･を不可能と
考える者は心理学的方法の領域に於ては，法則科
学は不可能七あると結論したのである．然し，こ
の結論は) Lewin, Hullに依って反駁されてお
り，この二人は共に正確な法則は心理学'に於て設
定され得ると主張したのである．
　数量的関聯の数学が教育問題の内容に応用され
得るのは，測定と列挙法に依って初めてなされる
のである．従来，調査の発見事項及び数学的過程
の結果は資料入手の方法を示唆する以上のもので
はあり得なかったのである．この事実の認識は，
やがて教育科学の批判となり測定の論理的条件を
探求し，それらの規範を教育や心理の測定に適用
せんとする傾向が生じた．その結果，従来の測定
の方法を厳密な科学的仕事に適用する場合の合理
性に疑問が持たれることにな,つ.だ．蓋し，数理科
学の公理上の要件を構成し，基本的な測定用具の
要件としての等質性と増加性の形式的条件は教育
測定の用具の構造に適合せるものか否か充分実験
されたものでなかったのである．一方教育科学を
可能なる限り事実科学たらしめんとする努力は数
年間続けられたがその為に叉教育科学を明白なる
理論のない純粋事実に立脚した純粋の実証科学の
方向に追いやらんとする傾向が生れたのである．
この事は近年数年間の教育科学派の問題となって
来たところである．特定命題の事実系列の羅列に
結果するが如き調査の強調は，やがて，教育科学
批判として，教育科学は単なる諸事実の蒐集にと
どまり得ないとなす批判を生ぜIしめるに到ったの
である．かくて，教育研究に於ける理論の重視と
云う注目すべき気迎が生じたのである．即ち．単
なる事実科学としての教育科学に対する批判者は
理論的思考の主要な機能は，問題の定義，適切な
る事実の決定，問題解決法の考案，実験条件の工
夫，その他，之に類似のものの場合の調告活動を
方向づけ･る点にあることを指摘したのである．調
売活動の分野に適切なる思考の体系は調査者が進
める承認の枠組を構成する．調告者の中には，こ
　　６　　　　　　　高知大学学術研究報告　第５巻一第35号
のような理論体系が当時の教育調秀で甚しく軽視　　教育科学は積極的性質を持つ科学で，学校が教育
されている事実に注意を換起せんとするもの，或　｀科学の原理に従って再裾成されることを要求す
は教育科学者は理論を恐れてさえいると批判する　　る．　　’
人々が現れたのである．　　　　　　　　　　　　　　然しこの事実は必らすしも広く認められていな
　体系的概念の三つの機能として　　　　　　　”いの低教育研究者の中にも，現行の学校体系の
　Ｃａう体系的概念から所定の分野の一般的命題　　中に存在ずる教育現象の関連性の究明を以って教
　　或は法則が帰納される．　　　　　　　　　　　･育科学の自的とする者がみられる．科学の歴史は
　（ｂ）体系的概念は複雑な関係の理解を助け，　　物理学，化学，生物学の発達は生産方法並に技術，
　　明かに関聯のない事実集団を秩序づけ，統一　　農業，岳学の専門職を再楊成せしめだことを我々
　　化し，単純化するに役立つ．　　　　　　　　　に示している．商業技術は現実の技術実践にみら
　　（ｃ）秀れた理論から，新しい研究問題或は仮　　れる限界に適応することよりもむしろ，その実践
　　設，理論に依って予見される答えが帰納さ礼・の改造の文脈に於て進展したのである．科学の問
　　る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　題は，原叫として最初は実践的活動の要求から生
　以上の如く，調を研究に於て，理論の重要性を　　ヒだもので=やり，その開題が解決されて，その方
強調する観点は，他の科学領域に於ける方法論的　‥医の科学も発展し実践活動も再雛成されたのであ
分析に依って生れているのである．然るに，従　　．る.，この関係，この法則性は教育科学にも妥当す
来，体系的概念の長所は教育の科学的研究者が理　　る．科学的法則（統計的法則或は規範的法則）は
論を無悦していた為に殆んど発揮されていないの　　特定条件の現存を措定或は説明をなすものでを）
である．教育訓告に用いられる概念は，極めて不　　る．決則の適期は，これらの諸条件の現存を前提
正確で象徴的なものであるので，抽象度の低いも’要件となすもので,=若し条件欠如の際には条件構
のである．例えば，能力，学習意欲の誘発統合，　　成を求める･もの七ある．このことは教育科学の法
学習の成果，学習の用意性，適性，理解，鑑具力　　則は，そ桜ら諸条件が法則に依って規定されるの
等は特定の行動様式に冠せられた名前以上のもの　　で，人間の成長と発達の条件を充足する為に学校
ではない．電気工学，物理科学の如く高度の抽象　　は再絶成されるべきことを求めることを意味して
性を用いる高度の科学と比較すれば，教育科学は　　いる．従ってこの論理的帰結として，調をに依っ
理論科学として不徹底な側面を持つ科学である．‘　て示きれた聯関性の記述解明は，その聯関が保持
理論面の欠陥は，教育科学の概念が高度に進んﾌﾟど　　される条件が明示されて初めて極めて有鼓なもの
科学の概念と比較されれば明かである．社会科学　，となる事が主張される．実際には，不幸にして，
と心理学の間の顕著な差異は，その概念の抽象性　　この章一実は教育調告の報告で無視されていること
の高低に看収されるのでき）る．一般科学と同様，　　が極めて多いのである.
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